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 生産者（事業者）が物を作り、消費者（市民）が使って、廃
棄し、それを市町村（行政）が処理・処分するという物の流れ
の中で、従来の廃棄物対策では各主体（事業者、市民、行
政）が自分の守備範囲内で廃棄物問題を考え、お互いに批
判し、責任転嫁し合う構図であった。各主体がお互いに責任
ある行動をとるよう監視しあうというある種の緊張関係は大切
であるが、これから持続可能な循環型社会を形成しようとする
とき、対立構造から、パートナーシップ（協働）の下で、廃棄
物問題を解決する方向が求められよう。また、客観的にもそ
のような社会情勢になりつつあるようである。 
 このことを各主体ごとに事情と課題を整理してみると下記の
ようになろう。 
①行政の事情と課題 
 ごみ処理サービスを担ってきた行政に、時代とともに従来型
の焼却と埋立対応から、減量化、リサイクルという事業者や
市民の理解や協力なしには進められない事業の展開が求
められるようになったこと。また、地方自治体の財政ひっ迫で、
とてもきめ細かなサービスはできない事情から、事業者や市
民の主体的な取組みに頼らざるを得なくなったこと。その意味
では行政には、事業者や市民が取り組む発生抑制や、リサ
イクル等のコーディネーター役になることが求められる訳であ
るが、行政職員の仕事を急にハード業務からソフト業務へ変
えるのはなかなか難しい課題である。 
②市民の事情と課題 
 市民活動としても従来型の消費者保護運動（抵抗運動）
に加えてグリーンコンシューマー運動など積極的に環境配慮
型製品を支える運動や自主的な取組みの中から政策提
案型の運動などの幅広い活動展開が行われつつあること。
その中で、市民の意見を反映させるべく行政や事業者の
活動に積極的に参画する方向性も見えるが、一方では、
環境意識の高い市民と全く無関心の市民との意識や行
動の格差が広がるばかりで、なかなか環境意識のボトムア
ップがはかれない課題がある。 
③事業者の事情と課題 
 廃棄物対策で、決定的役割を持っているのが事業者と
言えるが、事業者も従来のように作った製品の後始末に無
関心でおられない事情が生じつつある。すなわちBSE問題
や原発の事故かくしなどで、事業者の企業倫理が社会的
にも厳しい追及をうけつつあること。また、国際戦略上求め
られたとはいえ、多くの企業が環境マネージメントシステム
を導入し、環境配慮型の製品づくりやリサイクルに取り組む

ようになってきたこと。さらに、各種リサイクル法が成立し、リサイ
クルを意識した製品づくりをせざるを得なくなったことなどが背
景にある。 

そこで、特に事業者側に期待したいのが、製品アセスメント
である。製品アセスメントとは「製品が発生するであろう環境
負荷を事前に LCA 的評価し、環境負荷の少ない製品づくりし
ようとするコンセプト」である。具体的に言えば一般的にはリサ
イクルしやすい素材を使い、あとで解体・分解しやすい構造
設計などが提案されているが、製品の環境負荷をもう少し広
義に解釈し、たとえば、長寿命の製品とか、可能なかぎり有
害物質を含まない製品とか、社会システムともからむが、レン
タルやリースなど再使用性の製品づくりなども視野に入れた
製品アセスメントがまさに、持続可能な社会にふさわしい廃
棄物対策であろう。 

 
いずれにせよこのような環境配慮型の製品が社会に受け

入れられるためには、消費者が積極的にそれらの製品を支
持し、行政も導入しやすい制度づくりなど社会システムを整備
する必要がある。そこに真のパートナーシップが求められるの
であるが、その前提はあくまでも情報の公開と情報の共有化
による各主体間の信頼関係である。従来、企業秘密や内部
資料との名のもとに、情報開示への大きな壁があったのであ
るが、こと環境問題については可能なかぎり、企業は製品成
分の開示をすべきであり、行政も処理コストの透明化をはかる
べきであり、市民もそれらのデータを解析し、適切な判断をで
きる能力をつける努力が求められている。 
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■□■□ 年会委員会 ■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 
 

 

 

 

第 14 回研究発表会は、平成 15 年 10 月 22 日～24

日につくば国際会議場（エポカルつくば）で開催された。10

の口頭発表会場とポスター会場がコンパクトに配置されて

おり、会場間の移動がスムーズに行えた。いつも苦労する

受付スペースもかなり広く、また、ポスター会場は 160 枚あ

まりを貼っても狭さを感じさせなかった。 

今年の参加者数は表１のように 1,313 名で昨年よりやや

減少したものの、発表数は466件となり、これまでの中で最

も多くなった。今年から講演論文集を CD-ROM 化し、従来

の印刷版論文集との 2 本立てとした。直前まで印刷版の

部数を議論したが、用意した1,000部が最終日には完売と

なり、現時点では印刷版の需要が大であった。CD-ROM は、

論文集中の任意の単語を検索することができる本格的な

ものであり、その良さがわかっていただければ、両者の比率

が変わるかもしれない。（今回の CD-ROM では、初回故の

手違いもあり、印刷の質に少し難があったことはお詫びす

る。）今後、年会委員会としては CD-ROM の比率を高めて

いきたいと考えている。 

また、本年は液晶プロジェクターによる発表をどの会場

でも可能とした。しかし、事前にファイルを送付することを条

件としたためか、利用者は 1/4 程度であった。液晶プロジ

ェクターはOHPと較べて画面が見やすいこと、交換が瞬時

であることから聴衆には好評だが、ハードウェアを準備する

ことが必要になる。今回は実行委員と会場からの液晶プ

ロジェクターの提供、パソコンのレンタルによってこれが可

能であったが、来年以降どうするかは検討課題として残る。

さらに、印刷版講演論文集は事前申し込みが必要である

こと、液晶プロジェクターでの発表が可能であること、ポス

ター発表への変更を著者には直接は通知しないこと等の

周知が、会員に不徹底であった。特に、ポスター発表へ

の変更を知らず、急きょポスターを作成した方、あるいは発

表をキャンセルした方が数名おられ、迷惑を掛けてしまっ

た。 

ポスター発表に対しては優秀ポスター賞を設けている。

従来は学会の常設委員会委員、役員を審査員としてい

たが、今回は正会員、学生会員、登録団体市民会員の

方ならどなたでも自由に投票できることとした。投票数は約

160 となり、熱心に見ていただけたのではないかと思う。受

賞者は表 2 のとおりであり、特に投票数の多かった 4 編を

最優秀ポスター賞とした。 

特別講演はフィリピンの埋立地でスカベンジャーとして暮

らす子供たちを描いた映画「神の子たち」を製作した四ノ宮

監督にお願いした。大変、迫力のあるお話であった。これ

に関連して、2 階展示コーナーでは映画のビデオの公開も

行われた。また、市民グループの方によるさまざまな展示

が行われ、参加者の目を引いた。 

今回の研究発表会では、TTCB（土浦・つくばコンベンシ

ョンビュロー）のボランティアの方に、わずかな交通費と昼

食だけで熱心なご協力をいただいた。ボランティアが深くか

かわった大会として、特筆しなければならない。懇親会で

は高月会長からボランティアの方々のご協力についての

紹介があった。さらに、国立環境研究所を中心とするスタ

ッフのご努力には、多大なる謝辞を申し上げたい。 

次回の第 15 回研究発表会は、高松市において平成

15 年11 月17 日（水）～19 日（金）の 3 日間開催される。

豊島の産業廃棄物不法投棄現場、直島の中間処理施

設の見学が予定されている。多くの方々の参加をお願い

いたします。      （年会委員会幹事 松藤敏彦 記） 

表1 第14回研究発表会参加者受付数（単位：名） 

会 員 学 生 登録団
体市民 非会員 国際Ｓ 合計 

978 148 3 176 8 1,313 

※ 韓国廃棄物学会からの参加者は含まない。 

表2 優秀ポスター賞受賞論文名及び受賞者 

講演番号 表題・受賞者 

 A1-5 全市実施時のプラスチック製容器包装分別収集の実態 
㈱地域計画建築研究所 福岡雅子、小泉春洋、長沢弘樹 

 A3-2 生ごみバイオガス化技術導入の住民意識を踏まえたシステ

ム化の検討 
北海道大学 齊藤由起、古市 徹、谷川 昇 

 A3-9 モノ配慮社会実現における合意形成 
東京大学 ○横山道子  東京都文京区 曵地由紀雄 

モノ対策会議 服部眞一 

＊ A4-1 ホテルにおけるライフスタイル変更による環境負荷低減 
京都大学 岩渕善美、村上裕子、笠原三紀夫 

 A5-3 シュレッダー・ダスト削減に向けての自動車部品中古市場の

確立に関する研究 
福岡大学 ○江口泰太、市川 新、山本俊浩 

 A6-8 循環型社会の同床異夢：循環型社会像の違いについて 
(独)国立環境研究所 橋本征二、森口祐一、田崎智宏 

＊ A7-3 最終処分場を巡る紛争回避に関する研究 
福岡大学 古庄香哉、築山友美、木崎 稔 

＊ B11-2 使用済み紙おむつの再資源化及び資源化システムに関す

る研究(4) 
福岡大学 松藤康司、柳瀬龍二、吉原 享 

 C3-4 建設廃木材の焼却生成物質(第2 報) 
埼玉県環境科学国際センター 倉田泰人、川嵜幹生、渡辺洋一 

 D6-6 管理型最終処分場の廃止基準に関する考察(2) 
埼玉県環境科学国際センター ○長森正尚、小野雄策 

(独)国立環境研究所 山田正人 
＊ F-15 Emission of Mercury and Other Heavy Metals from Small 

& Medium size MSW Incinerators in Korea 
Bu-Shik MOON, Han-Kook LEE, Dong-Hoon LEE,  

The University of Seoul 

※ 講演番号の前に「＊」のあるものは最優秀ポスター賞
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■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□ 企画委員会 ■□■□ 

 

 

 

 

 

平成15年11月17日（月）、川口市朝日環境センタ

ー内リサイクルプラザにおいて、市民と学生のための

セミナー「ガス化溶融炉の現状と今後の廃棄物処理」

が開催された。 

 今回のセミナーは、近年、循環型社会の構築に向け

た廃棄物処理技術の一つとして導入する自治体が増え

ているガス化溶融炉について、理解を深めることを目

的に開かれた。はじめに、石川島播磨重工業㈱の三村

正文氏より、ガス化溶融炉の概要と現在の開発状況に

ついてお話いただいた。続いて、(独)国立環境研究所

の川本克也氏より、循環型社会におけるガス化溶融炉

の位置づけと現段階における課題や今後について、既

存の焼却炉との比較や技術評価手法の事例などを交え

ながら、大変わかり易くご講演いただいた。 

 次に、川口市朝日環境センターの布施富雄氏より、

川口市におけるガス化溶融炉の導入の経緯などをお話

いただき、また、同センターの野尻敏夫氏より施設の

概要についてご説明いただいた。 

 引き続き、参加者全員で朝日環境センターガス化

溶融炉施設及び資源化施設の見学を行った。 

 当日は、市民、学生の他、企業や行政等多方面から

57 名の参加があった。施設見学後の質疑においても

様々な観点から質問や意見が相次ぎ、予定の時間を超

える活発な議論がなされ、ガス化溶融炉に対する関心

の高さを改めて感じた。（企画委員会 大澤太郎 記） 

 
▲ セミナーの様子 

■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■ 中国・四国支部 □■□■ 
 

 

 

 

 

平成15年11月21日（金）、山口大学工学部におい

て平成15年度中国・四国支部講演会・セミナー「エコ

タウン事業の展開と持続可能なリサイクルのあり方」

が開催された。 

約 120 人が参加する中、まず浮田正夫支部長（山口

大学工学部教授）の挨拶があり、続いて山口県環境生

活部の重田通正氏から「山口県エコタウン事業と今後

の展開について」と題して、山口県におけるエコタウ

ン事業への取り組みの概要と今後の方向性に関する講

演があった。次に、エコタウン事業の具体例として山

口エコテック㈱の熊坂哲男氏から「ごみ焼却灰資源化

前処理工程について」と題した講演があり、ごみ焼却

灰をセメント原料として用いる際の前処理（異物除去、

脱ダイオキシン、脱塩素）について説明がなされた。

さらに、北九州市環境局の松岡俊和氏から「北九州エ

コタウン事業における広域静脈物流」との演題で、北

九州エコタウンのこれまでの取り組みを踏まえた上で

の国際物流特区構想や総合静脈物流拠点港（リサイク

ルポート）などの新たな展開について講演があった。

最後に、高月紘廃棄物学会会長から「持続可能社会に

おけるリサイクルのあり方」と題する特別講演があり、

リサイクルの問題点と今後の目指すべき方向について、

最新の調査データやわかり易い漫画もふんだんに交え

たお話があった。 

講演会に先立って、希望者に対しては、当日午前中

に工場見学会も行った。宇部興産㈱の宇部セメント工

場と㈱イーユーピーのプラスチック容器包装ガス化プ

ラントを訪問したが、多数の参加者があり、講演会と

ともに有意義な一日となった。 

（中国・四国支部 樋口隆哉 記） 

 
▲ 講演会の様子 
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■□ 選挙管理委員会 ■□■□■□■□■□ 

第8期役員選挙についてのお知らせ 
廃棄物学会第 8 期役員（理事・監事）の選任につき、

廃棄物学会会則及び廃棄物学会役員の選任に関する

規程にもとづき、次の日程で選挙を行います。 

◎告示：平成 16 年 1 月 31 日（土） 

（廃棄物学会誌第 15 巻第 1 号並びに廃棄物学会事

務局に告示します。） 

◎立候補者の届出： 

平成 16 年 1 月 31 日（土）～2 月 23 日（月）（必着） 

◎投票用紙の発送：平成 16 年 3 月 1 日（月） 

◎投票締め切り：平成 16 年 3 月 22 日（月）（必着） 

◎開票：平成 16 年 3 月 23 日（火） 

◎選挙結果の承認（新役員の決定）：平成 16 年度総会 

※ 立候補の届出及び候補者の推薦にあたっては、別

紙「廃棄物学会第 8 期役員選挙立候補届・推薦

届」を使用して下さい。 

※ 立候補者及び推薦人は、選挙権及び被選挙権を有

する正会員（平成 15 年 9 月 30 日までに平成 15 年

度会費を納入した正会員）に限ります。 

韓国廃棄物学会発表論文の募集 
2004年度韓国廃棄物学会研究発表会が、2004年5月

中旬韓国・ソウル市で開催され、例年どおり国際セッ

ションが設けられます。この国際セッションは、日韓

廃棄物学会の交流事業の一環として行われ、毎年日本

からも多くの会員が参加し、論文を発表しています。

みなさまの参加を期待いたします。 

発表論文  英文でA4版用紙3枚以内 

発表方法  ポスター 

提出期日  2004年3月31日(水) 

提出・問合せ先  廃棄物学会事務局（下記参照） 

 

JSWME Newsletter No.47 (January)発行のお知らせ 
下記内容の英文ニューズレター47号を1月上旬に発行予

定です。 
 ※JSWME NEWSLETTER は 41 号より電子配信のみとなっていま

す。最新号、バックナンバーは学会ホームページ
（http://www.jswme.gr.jp）から入手できます。 

主な内容 
・会長新年挨拶 
・廃棄物分野の ODA：ベル収集によるごみ収集の改善（スリランカ） 
・ＰＣリサイクル：家庭用PC リサイクル制度の開始 
・自治体の動き：横須賀市リサイクルプラザ「アイクル」 
・廃棄物学会の活動：EPR に関する日韓ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ、 
             国際セッション報告 
================================================ 

Contents of No.47 
================================================ 
1 New Year Greetings from JSWME President 
2 Japan's ODA on SWM - Waste Collection Improvement by Bell 

Collection with Public Cooperation in Sri Lanka - 
3 Domestic PC Recycle System’s started  
4 Municipalities on the Move:  Recycle Plaza “Aicle”, Yokosuka City   
5 Contents of Journal of the JSWME, Vol.14, No.5  
Cartoon by High Moon: “A Seminar for the Upper Classes” 
================================================   

環境資源工学会主催、廃棄物学会協賛 

環境工学会シンポジウムリサイクル設計と分離精製技術 

第８回「ポスト家電リサイクルの現状と 

分離精製技術」（仮題） 
開催日時：平成16年2月19日(木) 9:00～ 
開催場所：住友金属鉱山ビル大会議室（東京都） 
参 加 費：8,000円 
申込締切：平成16年2月9日（月） 
連 絡 先：環境資源工学会事務局 
TEL：075-415-3661、FAX：075-415-3662 
E-mail ：rpsj_sympo@nacos.com 

☆☆事務局だより☆☆ 
新年あけましておめでとうございます。今年も廃棄

物学会をよろしくお願い致します。 
今年はもうアテネオリンピックの年です。シドニー

オリンピックがつい先日だったように感じるのは私だ
けでしょうか。このわずか 4 年の間に、廃棄物やリサ
イクルを取り巻く状況は大きく変わりました。今も新
しい仕組みの創設に向けて様々な検討が進められてい
ます。 
最近、人々の廃棄物に対する意識が随分変わったと

感じませんか。少し前までのように無関心ではいられ
ないという雰囲気が出来つつあるように思えます。こ
れは、家電、パソコン、自動車など私たちに身近な製
品を廃棄する際のルールが整備されてきたことと無関
係ではないでしょう。 
より多くの人にこれらのルールを知ってもらう。よ

りわかりやすいルールに修正する。廃棄物に早くから
携わってきた私たちの役目だと思います。 
4 年後の北京オリンピックを迎える頃にはどのよう

な世の中になっているでしょうか。目標は何か。それ
に近づけるために今年何をすべきか。皆さんで考えて
みませんか。          （香川智紀 記） 

会 員 状 況     H15.11.30現在 
（ ）内は、H15.4.1以降の増減 

正 会 員 3,682（126）  

学生会員 335（ 68）  

外国人会員（ＤＭ） 24（  6）  

公益会員 114（  2）  

賛助会員 192（-14）  

計 4,351（192）  
注）外国人会員(DM)は、廃棄物学会外国人等会員規程第4条に定める会員を示す。 
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＝ 事務局年末年始休暇 ＝ 

平成15年12月27日（土）～平成16年1月4日(日)
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